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　2026年度がスタートしましたが、川崎市の教育現
場では依然として、教員の「未充足」が解消できない
状態が続いています。
　「未充足」とは、教員の欠員や、出産や育児休業にと
もなう代替教員が足りない状況のことです。例えば小・
中学校においては「担任が足りない」ことを意味します。
　人材確保策の強化および教員が働きやすい環境
改善は焦眉の急の課題です。
 
　この３月末に、「未来を育む学校サポートプログラム」が策
定されました。
　これは、2026年度から2030年度までの「第3次教職員の
働き方・仕事の進め方改革の方針」で、国の「給特法」に定
める実施計画に該当するものです。教職員の働く環境の改
善を進めることを大目的としています。
　とくに国の指針に定められた上限時間を超えた勤務時
間になっている現状の改善は必須です。
　時間外の「在校時間」を、月に45時間以下（現在は約4割
が未達成）にし、かつ年に360時間をこえない（35％が未達
成）ことを最大の目標としています。
　これまで川崎市は、2019年度から2次にわたり業務改善
の取り組みを進めて来ました。しかし抜本的な改善にはほ
ど遠いのが現状です。教員の成り手が少ないだけでなく、
20代・30代の退職者数が40代・50代よりも多い深刻な状
況が続いています。
　そこで私は、今回の「未来を育む学校サポートプログラ
ム」を策定するにあたり、「教職員の職場環境の改善」およ
び「業務の負担軽減」のあり方について、教育委員会事務
局に対し、具体的かつ効率的な改善を求め、積極的に意
見交換や提案を行いました。

　まずは、教職員の勤務実態調査の分析をしなくてはなり
ません。
　これによると「負担感のある業務」として、「成績処理」「保
護者・PTA対応」「調査・報告書作成等」「学校徴収金・就

学援助」「部活動、クラブ活動」などが小・中学校ともに割合
が高いことが分かりました。
　ちなみに中学校の「部活動、クラブ活動」は、「やりがいも
高いが負担感も高い」との結果になっています。
　以上の分析と提言から「負担感のある業務」の具体的な
軽減策が「サポートプログラム」策定の目標となりました。

　これまで、学校現場との実際の課題および意見の集約を
教育委員会に提案して来ました。
　やっと2024年度に、すべての小・中学校を対象に、校
長・副校長・教頭・教務主任による意見交換会が実現でき
ました。そこで出された意見を4つに分類しました。
①教育課程の編成による創造的な余白（行事の見直し、
40分授業の導入、清掃回数の見直しなど）
②教員の負担軽減・業務改善（保護者対応の留守番電話
導入、学校徴収金・会計業務の軽減、採点ソフトの導入・自
動化など）
③児童生徒主体の学びへの転換（テストのあり方・評価の
あり方の見直し、宿題のＧＩＧＡ化、部活動等を生徒主体
の活動へなど）
④教育委員会としての全市一律の仕組みづくり・環境整備
（勤務時間の弾力化の導入、端末の一本化、保護者クレー
ム対応の外注化、水泳指導やワックスがけを含む清掃の委
託化など）
　以上から「負担感のある業務」およびその「改善策のヒン
ト」の一応の整理ができました。

　私はこれまで、教育委員会が学校ごとに自主的に改善を
任せる姿勢に対し、強い違和感を持って来ました。
　理由は、教育課程の編成については学校長に裁量権が
あること、さらには、学校にはそれぞれ良くも悪しくも伝統と
慣例があり、地域との関わり方を含め、学校長の判断任せ
で改善を図ることに限界があると考えたからです。 

　そこで、「負担感のある業務」とその「改善策のヒント」の
整理の成果を具体的に活かすことを目的に、文科省の示し
た「学校と教師の業務の３分類」に沿った「ある教員の一日
モデル案」を教育委員会に例示させ、これを基に学校ごとに
「時間外在校時間の縮減」を具体的に検討するように重ね
て提案を行いました。
　当初、「モデル案」ですら終業時間が20時であることを、ま
ず教育委員会の内外に明らかにさせたこと自体が、現実を
直視するという意味でインパクトがあったと感じました。
　その後、教育委員会から「勤務時間内で全ての活動を収
めること」及び「教育の質を高めること」が両立する内容を
前提に、「ある教員の一日モデル案」を小学校、中学校それ
ぞれ２ケースずつ提案させることができました。いずれも通
常期の勤務の終了はおおむね17時となっています。
　2026年度は、このモデルケースを各学校が参考とするこ
とで「時間外在校時間」の縮減に努めることが期待できます。

　先に整理した「負担感のある業務」の改善のあり方につ
いて、他都市の先行事例などの調査、研究を行い、教育委
員会に提言を行いました。 
　まず、「成績処理」についてです。これはICTの環境整備
と不可分の関係にあります。
　視察した福岡市では、2023年度に「デジタル採点システ
ム」およびスキャナー機能とカラー印刷が可能な「高機能複
合印刷機」をすべての小・中学校に導入しました。採点業
務の効率化だけでなく、成績データの集計、分析による学
習履歴を管理することで、子どもの個々に応じた指導の質
が大きく向上したとの現場先生方の評価です。
　「ロケーションフリー」で仕事ができる環境整備も2026年
度に導入され、「どこでも1台の端末」で仕事が可能となりま
す。ちなみに川崎市では、先生が一人で3台の端末を使用し
ています。「学校徴収金システム」も2024年度に導入済です。
（裏面に続く）
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～「未来を育む学校サポートプログラム」の実現で、 
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現場の教員から課題解決のヒントを集約

「学校と教師の業務3分類」の具体的な活用を

「負担の軽減」の先行策を学ぶ


